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埼印工組印刷月間行事印工組印刷月間行事

第12回ウォーキング大会を楽しむ第12回ウォーキング大会を楽しむ
2009.9.27（日） さきたま古墳公園

　これまで長い間東松山森林公園で行われてきたウォー
キング大会。今回趣向を変えて、行田市さきたま古墳公園
が会場となった。６月頃から何度か下見が行われ、コース
の選定もやられて、準備が進められた。
　さきたま古墳公園は言うまでもなく、古墳が９基も築き
あげられた一帯で、埼玉県名発祥の地となっている。最
近では武蔵水路脇にさきたま緑道として整備されて、遊歩
道、サイクリング道とつながった。今回もそこがコースの
一部となった。
　１週間前から「この日（27日）晴天」の天気予報が出
されていて、雨天を心配した人はいなかったろう。２年前、
平成19年９月30日の第10回ウォーキング大会は全くの雨
天で、時の新理事長が役員と相談、苦悶の「中止」宣言
をしたことが思い出される。今年この日は薄曇りの天候で
肌を焼く程ではなく、そよ風が心地良かった。朝10時受
付終了、朝のセレモニーは新井理事長、佐藤伍郎実行委
員長より、挨拶、ウォーク中の注意と激励があって、「参
加者272名」と発表された。「ここ数年と比べ、少なくな
い」との嬉しい発表であった。埼玉県民として「前方後円

墳」という、日本の古代史をこの足で確かめてみたい、そ
んな思いが人数を盛り上げてくれたのであろうか。
　さきたま古墳公園の古墳見学コースと、さきたま緑道遊
歩コースを合わせての４キロコースが設営された。道幅が
遊歩、サイクリング合わせて25m、ずい分広くとられてい
る。折り返し点で飲物チケットをいただき、奥の山古墳手
前で、その飲物をいただいた。ベビーカーに乗る３～４歳
の幼児たちもみんな１本、１本。今回は幼児の参加人数も
多かったように思えたが…。企業の従業員の方、若い衆
がサッサッサと大幅で歩くと、ご年輩、お父さん・お母さ
ん・幼児のファミリーグループでは引き離される。今回は
コースの折り返しがあって、その早さの違いが際立ってい
た。「お先にどうぞ‼」という次第。コース中に古墳を乗
り越える箇所が２か所あって、なかなか苦しかった。古墳
の頂上からの眺望は、この上もなく楽しみであった。そし
てゴール。支部ごとのシートを広げての昼食は最高におい
しかっただろう。お世話係の役員さんも遅れて輪に入って
嬉しそうであった。

理事長あいさつ 佐藤委員長あいさつ開会式
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●洋紙のご需要は地元埼玉の洋紙店を●
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＜はじめに＞
　機械がいい印刷物をつくるのではない
　機械に使われるのではなく、機械を使わなくてはいけない
　　　　　↓そのためには
　人のスキルが重要 である

＜印刷会社の現状＞
　現　：　直接コスト・人件費・償却費・その他
　　　　　　利　益　
　　　　　　　↓　　を上げるために
　正しい道を選択しなければいけない

　＝　ムダの削除　ではないだろうか？
　そして売上アップのための努力を続けること

172社のアンケートより見えてきたこと
（JAGAT経営動向調査より）

注）意思決定について：ボトムアップがだめなのではなく、
その意見を聞き、正しい決断を素早く行うことができ
るかが重要

　　事業戦略：一人ひとりの生産性をあげること
　　生産の課題について：オペレータのスキルアップは当然

のことなので、とりたててとりあげることではない。新
しいことに取り組むオペレータの能力を課題とすべき。

　　営業手法：営業が「こういうこともできます」と枠を
広げ提案できるように、製造現場の努力が必要である

＜ステップ1 ： 徹底的にムダをなくすこと＞
●印刷事故・刷り直しなどが、売上の1％を越えないこと
　印刷事故を半減できれば、（相対的）利益につながる

●ムダの削減　＝　コスト削減　＝　環境対応
　⇒　「ムダ」をなくすことは
　　　　　　　　CO2削減　である

　例．電気をマメに消すこと・予備紙を減らすこと
 工夫して面付けすること・印刷事故を減らすこと 等

＊ 今のヤレ紙、予備紙は本当に必要？

　・現状の設備で　製造工程のムダを減らす　こと
材料の選択とメンテナンスが大事である

＜ステップ2 ： 見える化＞
●印刷機の稼働率が40％以上であること

（稼働率が常に分かることが重要である）

HDF21関東甲信越静セミナー  in  埼玉 2009年８月29日（土）開催

「経営者が本気で取り組む高収益企業づくり」

　去る８月29日午後１時よりさいたま市大宮のJA共済埼玉ビルに於いて、埼玉県印刷工業組合、ハイデルベルグフォーラ
ム21の共催によりテクニカルセミナー『既存の設備を120％活かす高収益工場づくり』と題して第１部から第４部に亘りセ
ミナーを開催した。【下記プログラム参照】

　埼印工組の組合企業はもとより、東京も含む近県の
企業180余名が参加の中、主催者側の開会の挨拶の後
講演に入った。
　ハイデルベルグジャパンの野手営業部長は今回のセ
ミナーのテーマとして、昨今厳しい環境下にある印刷
産業がより元気になるために、ムダの排除、作業の効
率化を図り、コストダウンすることで収益の拡大につ
なげてゆくことだと語った。
　講演の内容は非常に解り易く、各人が会社に持ち帰
り、１つでも２つでも実行し、各企業にプラスになれ
ばと願っている。以下に内容をまとめてみましたので、
参考にして頂きたい。

第１部：  『経営者が本気で取り組む高収益工場づくり−
 工場のコストダウン、効率化、環境対策はトップダウンから』
 プレス本部　本部長　水野秀也
第２部：  『具体的な数値で実証‼
 −工場カイゼンのビフォアー、アフター』
 プレス本部　木下郁子
第３部：  『実践講座①‼現有機の性能120％引き出す
 印刷機メンテナンス』
 サービス本部　田中　剛
第4部：  『実践講座② ローラーメンテナンスと湿し水−
 こうすれば明日から実現するコストダウン』
 プリント・マテリアル本部　木越桂二

低収益企業 高収益企業

ビジョン 統合化（何でもやります） 専門化

事業戦略 リストラ 拡大再生産

意思決定 ボトムアップ トップダウン

生産の課題 オペレータのスキルアップ 新規技術の研究や獲得

生産の効率 非稼動時間の計測と分析 設備投資

営業手法 営業の価格交渉力 ワンストップ型の提案

印刷にもエコ ?!

ハイデルフォーラムセミナー in埼玉開催！ハイデルフォーラムセミナー in埼玉開催！

懇親会閉会あいさつ　渋木副理事長乾杯　岩渕副理事長セミナー閉会あいさつ　佐藤副理事長新井理事長
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　前準備等にかける時間を短縮し、
　本生産を多くするために（拡大再生産）

ベンチマーケティング：目標を設定するために、（ライバル企業
の）製品や手法を徹底的に調べあげること

⇩
　優れたオペレータの手順を真似て点数化し、それを元に
一人ひとりの教育計画を作成する（⇒ISOにもつながる）
☆営業と製造の協力でムダを削除し、稼働率のアップを！

＊校正刷は本当に必要？　校正のいらない印刷
⇩

PSO＝Process　Standard　Offset
（オフセット印刷の国際標準規格）

PSO取得＝ISO12647取得
（2005年スタート・270社余りが認証取得）

＜ステップ3 ： お客様の声に耳を傾ける＞
●営業のお客様との面談時間が35％以上であること
　お客様の発注方法を分析し、印刷方法をかえるため
　例）以前：単価を下げるために大量発注

⇒ 年間一括発注
　
　（以前のままだと、　過剰在庫に
　なってしまい、廃棄する印刷物が多い）
　　　現在：必要な数量、新鮮な情報を必要なときに提供 

⇒ 月別発注
　（お客様にとって、在庫削減、コストダウン）

→　リピートにつながった

＊営業が必要な理由　～　これからは・・・
　面談時間をとることで

お客様の「NeedsとＷants」を理解する
　お客様が印刷物を
　　いつ・どのように使うのか・なんで必要か・を知ること
　　　　　⇒　印刷物の作り方を考えることのできる
　　　　　　　企業になることで受注に結びつける

＜工場のカイゼン　ビフォアー、アフター＞

５Ｓ + Ｓ（セーフ・安全）の６Ｓ

＜工場内の悪い環境とそのカイゼン＞

＜ 結 論 ： 売上アップのために製造現場ができること＞

　セミナー終了後 懇親会に移り、100名出席の中、岩渕副
理事長の挨拶に始まり、会は盛大に催され、渋木副理事長
の閉会の言葉で散会した。
　今回のセミナーを主催したハイデルベルグ㈱様に改めて
御礼を申し上げる次第です。
　ありがとうございました。 　（新井　正敏）

悪　い　例 カ イ ゼ ン

湿 度 温 度 低くても高くてもだめ 測定器を用いる

搬 出 入 口 ドアの開けっ放し ビニールカーテン・二重扉

外 　 光 窓がある（色調が安定しない） 遮光

整 理 整 頓
機械ユニット・ステップの上に
物がある（安全性に問題）

インキ等を置かない

安 　 全
サンダル履き

首から下げるネームプレート
安全靴　等

材 料 管 理 直接、日が当たるところに保管
直接、日が当たらないように
（常に同じ温度で保管する）

環境対応は ?! 　ム　ダ　の削除 ＝ コスト削減　＝　利益向上
　　↓
日々の ５Ｓ　+Ｓ　活動で ムダのないプロセス を！！

ミスロスの削減

６Ｓ事故の回避
前準備
時間短縮

コスト削減

生産性アップ

ただし　漠然と　　カイゼン　　するのでは意味がない

　　　　　データ　　　　　分　析

　　　データをとって　　　　　　　この繰り返し！！
　　　現状を把握する

整理 整頓 清掃 清潔 しつけ セーフ＋
必要なもの以外
捨てる

ムダを
なくす

使いたいものが
すぐ取り出せる

綺麗にする
保守点検

汚さないように
綺麗を保持

ルールを決める
ルールを守る

危険のないよう
に

作業
効率
アップ

データ
モノ
管理

トラブル
の

早期発見

機械の
劣化防止 安全第一

手順を守り
ミスロス
防止

経済的で使いやすいレンタルウエス経済的で使いやすいレンタルウエス経済的で使いやすいレンタルウエス

ラフト資材株式会社
代表取締役　小 野 義 樹

E-Mail : fwhd2901@mb.infoweb.ne.jp
URL : http://www.raft-inc.co.jp/

本社／営業部：〒174-0051 東京都板橋区小豆沢 4-14 - 35
 TEL 03-3965-7231　FAX 03-3967-8795
美 里 工 場：〒367-0102 埼玉県児玉郡美里町関 280 -1
（iso14001 認証取得） TEL 0495-76-1315　FAX 0495-76-2742
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● はじめに
　平成21年８月21日（金）13：30から平成21年度全青協
関東甲信越静協議会が、長野県印刷工業組合担当というこ
とで、長野市内ホテル国際21にて開催されました。全青協
臼田議長はじめ副議長の木村さん、長田さん、江森さん、
三島さん、そして私達各議員、ホストである多くの長野県
印刷工業組合の皆様、総勢25名での開催となりました。
　内容としましては、「感性価値創造」セミナーから始まり、
業態変革実線プラン100選について、業態変革プレゼン
テーション、MUDデザインコンペティション説明、PRINT
　NEXT2010の概要説明、そしてテーブルディスカッショ
ンと18時で閉会となり、実り多い時間となりました。
● セミナー「感性価値創造」
　金額による過当競争から高付加価値ビジネスへ進化する
ことが重要であり、そのためのテーマは「感性」である。
業界を取り巻く環境も、合理的・効率的な理性主義的環境
から、感覚的・経験的な感性主義的な環境へ移行してい
る。印刷産業も紙・WEBなどの媒体ではなく、「情報を伝
えること」という存在意義の原点に立ち戻ることが大切で
ある。感性価値によって新しい市場の創造やそのための考
える現場の必要性、又は印刷産業自体が地域活性を盛り上
げていくエンジンになることが大切である、というような
感性価値創造の理論の説明がありました。実践事例として
は、八幡浜YEGの「八幡浜ちゃんぽん」プロジェクト、マ
ルモ印刷の「geografia」シリーズ、利根川印刷の「湯島本
郷百景」プロジェクトなどが報告されました。詳しい内容
は「INSATSU」への飛翔に載っております。
● 業態変革実践プラン100選について
　全印工連でも推進しております業態変革に対して実践し
ている推薦企業を各ブロック協議会にて発表し、最終的に
100社の情報を基に、業態変革の指針となるガイドブック
を作成する予定です。

● 業態変革プレゼンテーション
　（㈱）Qプレス／長野県
WEB2.0を活用し、メール配信システムを利用した販促成
功事例、自費出版の営業事例、エリアマーケティングで行
うコンサル業務事例などを通した業態変革の発表。
　（有）兄弟堂印刷所／新潟県
シールやフォーム、製本など違う商品を製造する５社でプ
リントパールという協同組合を立ち上げ運営している事例
発表。（現状では共同受注までは至っていないとのこと。）
● MUD関連
　第３回MUDコンペティションが開催されます。募集期
間は11月10日までです。
　MUDセミナーが全印工連、MUD推進プロジェクトの企
画で開催されています。
● PRINT NEXT2010概要説明
　2010年２月５日・６日東京都文京区の椿山荘にて開催さ
れます。参加団体は、全青協、全国印刷緑友会、日本JC
メディア印刷部会、JAGRAスペース21、全日本紙器段ボー
ル箱工業組合連合会青年部協議会であり、開催テーマは

「人を創り、企業を創り、地域を創り、日本を創る、印刷が
描く明日のカタチ」で展示会・分科会・セミナーなどが行
われます。
● テーブルディスカッション
　最初にここ10年で増加しているものと減少しているもの
を工程別やサービス別にポストイットに各々が書き込み提
出しました。結果は増加傾向にあるものはデジタルプリント
やワンストップサービスになり、業態変革に大手や中小、中
央や地方関係なくリアルタイムなものであることを認識でき
ました。その上で業態変革のテーマで、4グループでのディ
スカッションを各々の事例発表を交えながら行いました。
● 協議会を通して感じたこと
　他県や全国の動きを知ることで知識やアイディアの幅が
広がることを感じさせていただいたことと、青年部が後継
者の会ではなく、経営者としての若手の会という意識を持
つ大切さを学ばせていただきました。簡単でございますが、
以上を持ちまして報告とさせていただきます。

（出向者　新　道行，恵　勇人）

　　　　　　　 平成21年度
全青協関東甲信越静協議会の報告

青年部
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　去る8月7日金曜日午後７時より、当青年部会計画の暑
気払いが東京都豊島区池袋で開催されました。今年度は当
部会副会長（株）埼京印刷　恵社長のご尽力により、東京
青年印刷人協議会Cブロック所属の方々との交流会として
行うことができました。
　当日は夕方から激しい雷雨があり、足元の悪い中にもか
かわらず東京都印刷工業組合副理事長　森永伸博様、東
京青年印刷人協議会議長　瀬田章弘様も来賓としてお見
えになり、総勢30名を超える大変有意義な暑気払いとなり
ました。当部会からは6名、また恵副会長ご推薦、新入会
候補？の方々のご参会もあり、埼玉県印刷工業組合並びに
青年部会のPRとご参会の企業PRに花が咲き、親睦を深
めることができました。
　東京青年印刷人協議会の皆様とは名刺交換をさせてい

ただき、日頃の営業活動や協議会活動のお話を聞く中で、
組織運営が各ブロック単位で行われ、それを取りまとめな
がら独自の様々な研修や親睦活動がされていると聞き、東
京の市場の大きさと多様化したニーズへの対応の早さを実
感すると共に、組織運営のご苦労もお聞きし、今後の当部
会活動において大変参考になりました。盛会のうちに交流
会も進み、締めは東京、埼玉双方役員の方々で円陣を組み、
この不況を吹き飛ばせとばかりに掛け声高らかにエールを
送り合い、閉会となりました。
　おわりに、今回この交流会の為にご尽力いただいた東京
青年印刷人協議会担当役員の方々、並びに当部会恵副会
長に心より御礼を申し上げます。

（青年部会長　井坂　功）

青年部会  暑気払い
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関東甲信越静地区協議会開催
　７月３日（金）関東甲信越静地区協議会の第57回年次
大会が、オークラフロンティアホテルつくばで開催されま
した。埼印工組からは新井理事長はじめ三役と事務局が出
席しました。
　全体会議では横山茨城県理事長より「つくば市は研究機
関のメッカであり、国際交流も盛んである。その地で〈印
刷の宇宙の“みらい”を考える〉をテーマに進行し、共に
語り合い、印刷の未来に希望を示せる大会にしたい」との
歓迎のことばから始まり、議事の審議、全印工連水上会長
から「感性価値創造で印刷のみらいをひらけ」のメッセー
ジ、そして武石専務理事の業界の現況報告が行われました。
　昼食後、各室に分かれて理事長会、分科会が各委員会
ごとに開催され、その報告会が全体会場に戻して行われ、
記念式典に移りました。開会の辞、国歌斉唱、物故者黙
祷、綱領唱和、会長挨拶、来賓紹介、祝辞と進みました。
記念講演として「宇宙実験棟“きぼう”で行われているこ
と」と題して宇宙環境利用ミッション部福田義也氏から若
田さんの様々な実験の様子が、スクリーンを見ながら解説
されました。
　懇親会のアトラクションでは、筑前琵琶演奏「別れの盃」
が法浄院旭濤氏により演奏されました。本名が城戸義明さ
ん、現在㈱きど印刷所の社長で、数々の賞を受賞なさった
方です。奏でられた琵琶の音色とすばらしいお声に、会場
150名の出席者が皆聴き入っておりました。
　翌日の朝７時半からの事務局会議では、「事務局が抱え
る問題について」と題して、武石専務理事も交えての各県
事務局員の話し合いが行われました。

〈経営革新・マーケティング委員会〉
１．用紙価格動向等調査の実施について
 ※ＣＴＰ、ＰＳ版の調査項目を追加
２．「平成21年度印刷業経営動向実態調査」の実施について
３．新版「印刷現場における個人情報保護Ｑ＆Ａ」を日印

産連ＨＰで公開
〈教育・労務委員会〉
１．各種助成（補助）制度の活用状況について
２．平成21年度各種講座・試験の開催計画について

 ※印刷営業講座
 （30時間→20時間、610,300円→510,000円）
３．フォロー教育の実施について
４．労働関係法令への対応について
 （１）モデル就業規則の作成について
 　　 ※作成、配布　10月予定
 （２）改正雇用保険法の周知について
 　　 ※平成21年３月31日施行

〈環境委員会〉
１．「リサイクル対応型印刷物製作ガイドライン」について
２．ＧＰマーク表示条件の臨時的措置解除について
３．第13期ＧＰ工場認定申請募集およびインターネット

を活用したＩＳＯ14001取得支援事業（環境経営印刷
ネットワーク）への参加募集について

４．地球温暖化対策について
 （１）省エネ法の改正について
 （２）自主行動計画の策定および
  参加企業の募集について
５．植物油インキマークの印刷物への表示について
６．平成21年度環境対応セミナーの開催について
７．「環境委員会ＮＥＷＳ」の発刊について
８．平成21年度特別産業廃棄物管理責任者講習について

〈組織運営委員会〉
１．全国組合員数異動状況について
２．各種助成（補助）制度の活用状況について
３．平成21年度中小企業向け助成制度について

〈共済事業委員会〉
１．各共済制度の加入状況について、等
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　今回、熊谷十四日会主催定例研修旅行が行われました。
　日程は９月５日・６日、１泊２日です。当日は晴れ、参
加人数は17名、うち会員の奥様が４名参加されて、旅行に
花を添えてくれました。
　さて５日、当日は熊谷７時きっかりに出発出来まして、
行きは順調そのもの、銀山温泉に早めに到着できました。
この旅行の一番の目玉である温泉街の散策です。花笠踊り
を現場で見学することが出来ました。雰囲気と熱気と掛け
声で、本場は違うなと思いました。当日は土曜日のせいか
お客がいっぱいで、押し出される様でした。聞くところに
よると、かの有名な外人おかみは、今はいないそうです、
ガッカリ。夜の宴会は、カラオケと会席料理でおいしいお
酒をいただきました。
　２日目６日も天気は快晴。今回の旅行の２番目の目玉で
ある米沢の天地人博を見学に行きました。

　帰りは、東北道で渋滞に巻き込まれ時間を取られました
が、無事熊谷に着くことが出来ました。
　最後になりましたが、この旅行に参加して下さった方、
ご芳志された方、サン・ツアーさんとその関係者の方、あ
りがとうございました。紙面を借りてお礼申し上げます。

（熊谷支部　㈲十字堂　関口尚治）

　9月21日、すっかり恒例となった親睦ソフトボール大会
が、熊谷スポーツ文化公園内ソフトボール場において開催
されました。
　絶好のスポーツ日和となった秋空の下、最高レベルの設
備が整った本格的なグラウンドに、今回は、熊谷14日会
チーム、三共印刷チーム、三興社チーム、以上3チームの
精鋭が集結。豪快なホームランや、華麗な超ファインプレー
があったかと思いきや、信じられないようなエラーや珍プ
レーが続発。親睦大会らしい和やかなムードの中、一瞬た
りとも目が離せない熱戦が繰り広げられました。

　極めつけは午後に行われた
最終決戦。一方的な試合にな
るかと思いきや、神がかり的
な追い上げ、呪縛にでもかけられたかのような相手チーム
の凡ミス、そして劇的なサヨナラゲーム…！そこには勝つこ
との難しさ、プレッシャー、そして一年越しの執念があった
のではないでしょうか・・・。
　毎年、たくさんの方々のご尽力により継続されているこ
の親睦ソフトボール大会。次回も盛大に開催できますよう
に、皆さん、お疲れ様でした。

㈱三興社印刷所　大川正行

支部だより

第14回  親睦ソフトボール大会開催される

熊谷十四日会研修旅行

平成21年9月21日（祝）　熊谷スポーツ文化公園

上杉神社にて
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７月３～４日　関東甲信越静地区協議会
（茨城 オークラフロンティアホテルつくば）
新井理事長、佐藤・大谷・渋木各副理事長、惠環
境委員、事務局出席

７月17日　ウォーキング大会下見
佐藤組織委員長、大谷副理事長、事務局出席

７月21日　臨時理事会（組合事務所）
新井理事長、岩渕・櫻井・大谷・渋木各副理事長、
市川理事、椎橋監事、事務局出席

７月31日　関東五県印刷工業厚生年金基金理事会
（さいたま市千代田）
新井理事長、新顧問、鈴木氏出席

８月４日　ウォーキング大会下見
大谷副理事長、小幡氏、事務局出席

８月29日　セミナー「既存の収益を120％活用する高
収益工場づくり」《組合・青年部・営業士会・ハ
イデルフォーラム協賛》（さいたま市ＪＡ共済埼玉
ビル）

９月５～６日　熊谷十四日会研修旅行（銀山温泉）
９月11日　共済キャンペーン推進会議・第３回役員会・

組織委員会（さいたま市浦和コミュニティセンター）

新井理事長、佐藤・岩渕・櫻井・大谷・渋木各副
理事長、井坂常務理事、小倉理事、事務局出席

９月21日　熊谷十四日会ソフトボール大会
（熊谷スポーツ文化公園）

９月27日　第12回親睦ウォーキング大会
（行田市さきたま古墳公園）

10月９日　全国理事長会・全国事務局会議
（東京ビックサイト）新井理事長、事務局出席

人 事 往 来

◇埼印工組平成21年度印刷月間行事、第12回親睦ウォーキング大会が９月27日（日）行われた。今年
は場所を行田のさきたま古墳公園と緑道に移しての開催である。これまで人気を博してきた国営武蔵丘
陵森林公園をバトンタッチしての会場変更である。さて、新天地でのご感想は如何なものだったでしょ
うか。編集子としては樹木に覆われた森林公園でのウォーキングに軍配を上げたい気持ですね。たださ
きたま古墳公園は遠い昔、古墳時代に思いをはせ、その当時の人々の暮らし、歴史資料に気持を泳がせ
る。そんなロマンがありますね。ウォーキングのあと歴史資料館などにお寄りになった方々の感想はど
うでしたか。ここも回を重ねて親しみを深めたいですね。（Ｓ．Ｏ）

　平成21年９月11日、浦和コミュニティセン
ターにて共済キャンペーン推進会議が行われまし
た。埼印工組は今年度（９月～来春３月）が、共
済キャンペーン重点工組となっており、全国目標
10％増を目標にキャンペーンを繰り広げることに
なりました。対象は、生命共済・設備共済・医療
共済の３制度で、共立・第一生命はじめ、全印工
連指定の各保険会社が、組合員さんのもとに訪問
致します。この機会に是非加入をご検討いただき
ますようお願いします。

共済キャンペーン

編 集 後 記



（12）平成21年10月15日 №112埼 印 工 だ よ り

紙 上 作 品 展

作品募集中！作品募集中！ 皆さんからの作品を募集しております！
奮ってご応募、お待ちしております！

『荒川春色』	 アサヒ印刷㈱　高橋淳子

『明日咲く』	 アサヒ印刷㈱　高橋淳子『散櫻』	 アサヒ印刷㈱　福田雅俊

『いい湯だな』	 ㈱博文社　椎橋俊夫 『留守番』	 ㈱博文社　椎橋俊夫

『尚武』	 アサヒ印刷㈱　福田雅俊


